
1．業務概要業務概要

(1)業務名称

特記仕様書による

(2)履行場所

特記仕様書による

(3)計画概要

特記仕様書による

(4)工事内容

特記仕様書による

(5)委託予定期間

特記仕様書による

2．設計業務の内容

(1)設計業務概要

・ 特記仕様書による

(2)一搬業務の範囲

・ 特記仕様書による

3．業務の実施

(1)業務の実施条件

・業務は、平成３１年国土交通省告示第９８号に掲げるものとする。

・業務は発注者が予定している総延べ床面積等及び計画予算を遵守し、設計条件に基づい

　て実施する。

・業務の実施に当たっては、発注者と十分な連絡を保ち、基本方針については、監督員

（調査職員）の指示及び承諾を受けるものとする。

・業務の実施に当たっては、関係法令及び適用基準を遵守する。

・設計図書の作成に当たっては、建築工事設計図書作成基準（最新版、国土交通省大臣官

　房官庁施設営繕部監修）及び国土交通省建築工事積算基準(最新版、国土交通省大臣官

　房官庁営繕部監修）によるものとする。

・設備設計図書の作成業務には、設備設計（電気、機械）の現地調査表を含むものとする。

・業務完了であっても、工事終了までの間、設計意図の伝達に関する、質疑応答、説明、

　助言等を求められた場合、適切に行うものとし、必要に応じては発注者等と打合せを

　行う。

交野市建築設計委託業務仕様書



(2)追加業務

・建築積算（積算数量算出書（積算数量調書含む）の作成、単価作成資料の作成、見積

　収集、見積検討資料の作成）

・電気設備積算（積算数量算出書（積算数量調書含む）の作成、単価作成資料の作成、見

　積収集、見積検討資料の作成）

・機械設備積算（積算数量算出書（積算数量調書含む）の作成、単価作成資料の作成、見

　積収集、見積検討資料の作成）

　　公共建築数量積算基準　（最新版、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　公共建築工事費内訳書標準書式（建築工事編）　（最新版、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）　　　　　　　　　　　

　　公共建築工事見積標準書式（建築工事編）　（最新版、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）　　　　　　　　　　　　

(3)実施計画書

・受託者は、業務計画書を契約締結日より14日以内に監督員へ提出し、監督員

　の承諾を受けなければならない。

・業務計画書の記載事項は、次のとおりとする。

　 ア．委託概要

イ．設計業務体制

ウ．(６)に定める技術管理者等の通知書

エ．設計方針（設計に当たっての考え方、注意点、主な検討項目）

オ．業務工程表

カ．その他、監督員の指示する事項

(4)業務工程表

・受託者は、監督員と協議のうえ、次の事項を盛り込んだ、設計業務工程表を作成しなけ

　ればならない。

ア．設計業務の進捗予定

イ．業務内容及びその報告時期

ウ．設備設計を適切に行うための必要な建築図面の範囲及び内容並びに建築図面の概

　　成時期。

(5)提出書類

・業務着手時

ア．着手届及び業務工程表

イ．技術管理者等届出（資格の写し、履歴書添付）

ウ．その他必要書類（実施計画書）

・業務完了時

ア．業務完了届

イ．業務完了検査願

ウ．完成図書引渡書

エ．請求書及びその内訳書

オ．その他必要な書類



(6)技術管理者等

・受託者は、技術管理者、照査技術者及び担当技術者を定め、委託者に通知し

　なければならない。

・技術管理者と担当技術者は兼ねることができる。

・受託者又は技術者管理は、監督員の指示により、関連する他の設計業務の受託者と十分

　に協議の上、相互に協力しつつ、設計業務を実施しなければならない。

・技術管理者及び担当技術者は一級建築士の資格および官公庁保有建築における改修設計

　業務の受託経験が有る者とする。

(７)関係官公署への手続き等

・受託者は、設計業務の実施に当たっては、委託者が行う関係官公署等への手続きの際に

　に協力しなければならない。また、受託者は、設計業務を実施するため、関係官公署等

　に諸手続きが必要な場合は、速やかに行うものとする。

・受託者は、建築基準法（昭和25年法律第201号)等の法令に基づく申請が必要な場合は、

　申請に必要な書類の原案を作成して監督員に提出し、また、その申請及び受領を行わな

　ければならない。

・受託者は、関係官公署等との打合せを行った場合は、その内容について、書面（打合せ

　記録簿）に記録し、監督員へ報告しなければない。

(８)打合せ及び記録

・受託者は、設計業務を適正かつ円滑に実施するため、監督員と常に密接に連絡をとり

　設計業務の方針、条件等の疑義を資すものとし、その内容については、その都度受託者

　が書面（打合せ議事録）に記録し、相互に確認しなければならない。

・受託者は設計業務の進捗状況に応じて、業務ごとに監督員へ中間報告をし、十分な打

　合せを行うものとする。

・受託者は監督員から進捗状況等の報告を求められた場合は、速やかにこれに応じなけ

　ればならない。

(９)再委任

・受託者は、設計業務における総合的な企画及び判断並びに設計業務遂行管理については

　これを再委託することはできない。

・受託者は、簡易な業務を除く設計業務の一部を再委託するに当たっては、当該設計業務

　の遂行能力を有する者の中から選定し、監督員の承諾を受けなければならない。

　また、協力会社が交野市の入札参加有資格者である場合は、指名停止期間中及び排除措

　置中であってはならない。

・受託者は、協力会社の設計業務執行体制、経歴等の概要を委託者に提出しなければなら

　ない。

・受託者は、協力会社に対し、設計業務の実施について適切な指導及び管理を実施しなけ

　ればならない。



(10)業務内容の疑義

・受託者は業務内容に疑義が生じた場合には、速やかに発注者と協議し、その指示に従わ

　なくてはならない。

(11)軽微な変更

・設計条件・設計図書に関しての軽微な変更については、受託者は発注者の指示により

　作業を進める。この場設計業務委託契約書の規定に関わらず「契約金額」及び「履行

　期限」の変更はないものとする。

４．適用基準

・本業務に国土交通省が制定する以下に掲げる技術基準等を交野市も適用する。受注者は

　業務の対象である施設の設計内容及び業務の実施内容が技術基準等に適合するよう業務

　を実施しなければならない。なお、貸与品及び市販されているもの以外は国土交通省ホ

　ームページに掲載している内容を確認のこと。

なお、貸与品及び市販されていうもの以外は国土交通省のホームページに掲載され

ている。

URL   https://www.mlit.go.jp/gobuild/gobuild_tk2_000017.html

（a）共　通　

官庁施設の基本的性能基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

官庁施設の企画書及び企画書対応確認書の標準的書式　　　　　　　　　（最新版）

官庁施設の設計段階おけるコスト管理ガイドライン　　　　　　　　　　（最新版）

官庁施設の環境保全性能基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

公共建築工事積算基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

公共建築工事共通費積算基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

公共建築工事標準単価積算基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

公共建築工事積算基準等資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

等（抜粋）

（b）建　　築

建築工事設計図書作成基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

建築工事設計図書作成基準の資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）　　　　　　　　　　　　　（最新版）

建築設計基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

建築設計基準の資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

建築構造設計基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

建築構造設計基準の資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

建築工事標準詳細図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

等（抜粋）



（c）建築積算

公共建築数量積算基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公共建築工事費内訳書標準書式（建築工事編）　　　　　　　　　　　　（最新版）

公共建築工事見積標準書式（建築工事編）　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

（d）設　　　備

建築設備計画基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

建築設備設計基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

建築設備工事設計図書作成基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）　　　　　　　　　　　　　（最新版）

公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）　　　　　　　　　　　　　（最新版）

公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）　　　　　　　　　　　（最新版）

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）　　　　　　　　　　　　　（最新版）

公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）　　　　　　　　　　　　　（最新版）

公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）　　　　　　　　　　　（最新版）

等（抜粋）

建築設備計画基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

建築設備設計基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

建築設備工事設計図書作成基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）　　　　　　　　　　　　　（最新版）

公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）　　　　　　　　　　　　　（最新版）

公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）　　　　　　　　　　　（最新版）

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）　　　　　　　　　　　　　（最新版）

公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）　　　　　　　　　　　　　（最新版）

公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）　　　　　　　　　　　（最新版）

等（抜粋）



5．設計仕様書等と設計内容が一致しない場合の修正義務

・受託者は、設計の内容が設計仕様書又は監督員の指示、若しくは受託者と監督員との

　協議や打合せの内容にしない場合において、監督員（調査職員）から修正を求めら

　れたとき速やかに応じなければならない。

６．設計業務の成果品

・受託者は、設置系業務が完了したときは、遅延なく特記事項に定める成果物を業務完了

　報告書及び委託完了届とともに監督員に提出しなければならない。

・業務完了報告書の記載事項は、次のとおりとする。

ア．設計概要

イ．業務結果内容（設計方針に対する結果等）

ウ．（４）に定める業務工程表(実施を朱書きしたもの）

エ．納品書

オ．協議書

カ．その他、監督員(調査職員)の指示する事項

・受託者は、成果品に特定の製品名、製造所名等又はこれらが推定されるような記載を

　してはならない。これにより難い場合は、その理由を明確にし、あらかじめ監督員の

　承諾を得なければならない。

・受託者は、管理業務実施者が受注者等に適切な指示を行えるよう、意匠、構造、積算、

　設備等の設計内容等をわかりやすいように整理しなければならない。

７．その他

●業務カルテの登録

・受託者は、特記事項で業務カルテの登録を定められた場合は、公共建築設計者情報シ

　ステム（以下「PUBDIS」という。）に、当該設計業務の登録手続きを行わなければ

　ならない。

・上記の登録手続きは、業務完了後10日以内に行うものとする。

・受託者は、上記の登録手続きを行う前に、PUBDISに基づき作成した「業務カルテ」

　を監督員に提示し、確認を受けなければならない。

・受託者は、「業務カルテ受領書」の写しを(社)公共建築協会から発行されたら、速や

　かに監督員に提出しなければないらない。

●守秘義務

・受託者は、設計業務の遂行に必要な場合を除き、委託者の承諾なく成果物（未完成

　の成果物及び業務を行う上で得られた記録等を含む）を第三者に閲覧、貸与又は

　譲渡してはならない。

・受託者は、積算業務に係る資料については、第三者に漏洩しないよう厳重な管理を

　行わなければならない。

●秘密の保持等

受託者は、本業務をとおして知り得た秘密事項を第三者に漏らしてはいらない。



【交野市立第三中学校ほか１校バスケットゴール改修設計業務委託】 

 

目 的 

本業務は、交野市立第三中学校ほか 1 校の屋内運動場に設置している壁掛け式バスケッ

トゴール及び吊り下げ式バスケットゴール（以下「バスケットゴール」という）が経年劣化

により各種部品が損耗していることから、関係法令に基づき交野市立第三中学校ほか 1 校

のバスケットゴールの撤去、吊り下げ式バスケットゴール新設の為の H 形鋼専用梁の新設

及びバスケットゴール新設工事の実施設計、積算等を行い、必要な図面、内訳書、仕様書等

の作成を委託するもの。 

 

委託業務名 

交野市立第三中学校ほか 1 校バスケットゴール改修設計業務委託 

 

履行場所 

交野市星田 8－６７－１（第三中学校）ほか１か所 

 

履行期間 

契約締結日より令和５年１１月３０日まで 

 

対象校及び対象範囲 

１．交野市立第三中学校（交野市星田８－６７－１） 

  屋内運動場の壁掛け式バスケットゴール２対及び吊り下げ式バスケットゴール１対 

２．交野市立第四中学校（交野市天野が原５－６５－１） 

屋内運動場の壁掛け式バスケットゴール２対及び吊り下げ式バスケットゴール１対 

 

委託業務内容 

（１）現場調査 

・現場調査を行い現地状況の把握（老朽化及び寸法計測等）及び既設図面との照合を行う。 

貸与する既設管理図面は参考図書とし、現地調査の結果、現況が当該図面と異なる部分に

ついては、調査職員に報告し、調査の結果を反映させて工事図面を作成すること。 

 

（２）現況写真の撮影 

・改修を計画する工事部分の現況について各方向から撮影すること。 

・電気設備の機器仕様や配線、配管の種類等を必ず現況確認すること。 

・各写真に記録用黒板（携帯のネット看板可）を添えて撮影すること。 



・デジタルカメラの有効画素数は 130 万画素(1280×960)以上から 300 万画素

(2000×1500)未満とし、画像サイズは 1ＭＢ未満とする（ファイル形式は JPEG で撮影

すること）。 

データはフォルダー分けを行い、CD－R で提出すること 

 

（３）工事部分の設計及び設計図書の作成 

・改修内容については、[別紙 1]「交野市立中学校バスケットゴール改修設計委託一覧」に

よる 

※令和５年１０月２７日までに概算の工事費用を提出すること。 

 

（４）打合せ簿の作成等 

・諸官庁等の事前打ち合わせ及び議事録の作成、調査職員との打ち合わせ議事録の作成、必

要申請書類の作成及び提出 

※注意事項※ 

・設計に先立ち、業務工程表をすみやかに提出すること。 

・作成した業務計画書のスケジュールを厳守し、遅延がおこらぬよう、設計担当者について 

は業務量に応じて適切な人数を配置すること。 

 

５．設計図書の作成範囲 

建築工事、電気設備工事 

 

６．設計基準図書等 

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 

「公共建築工事標準仕様書」建築工事編、電気設備工事編、機械設備工事編 

「公共建築改修工事標準仕様書」建築工事編、電気設備工事編、機械設備工事編 

「公共建築工事積算基準」 

・国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修 

「公共建築設備工事標準図」 電気設備工事編、機械設備工事編 

・施工単価、建設物価、コスト情報、積算資料 

・積算実務マニュアル（建築設備工事・電気設備工事・機械設備工事＋改修編）など刊行物 

※以上、全て最新版とする 

 

７．提出書類 

【最終成果品】 

（１）設計図面Ａ２版 

・二つ折り製本                            各工事２部 



・ＣＡＤデータ ＣＤ－Ｒ等 

＊ＪＷＷで正確に読取れること。但し、単純にＤＸＦ変換したもの及び、ＳＸＦ対応拡張線

色・線種は不可とする 

・電子データ（ＰＤＦ） ＣＤ－Ｒ等（専用フォルダーに収納しファイルに綴じること） 

（２）工事費概算書、設計書 

工事金入り内訳書                          １部 

（３）積算資料、数量拾い出し書（拾い図）、メーカー見積書（宛先は市長とする） 

３社以上（比較表共）、代価表、複合単価表等             １部 

（４）コスト情報、建築施工単価、建設物価、積算資料等 刊行物（設計年度、月分） 

積算実務マニュアル等の積算に使用した刊行物の写し          １部 

  ※引用箇所を付箋とマーカーで明示すること。 

（５）その他設計・積算の上で参考とした資料等              各１部 

＊内訳書・代価表・複合単価表等については、発注者の様式にて Excel で作成しデータも提 

出すること 

＊提出する Excel データは、シートごとにデータの関連性を持たせるなどして、データの

修正が容易にできるようにすること 

（６）打合せ簿（受注者にて作成のこと）                  １部 

（７）進捗状況報告書（隔週毎）                      １部 

（８）現況写真 現状把握用（ＣＤ－Ｒ共）                  １部 

CD-R については、各階ごとにフォルダーに整理すること 

８．設計図書の作成要領 

（１）図面のサイズ Ａ２版 

（２）図面の内訳 現況兼撤去図と改修図を作成 

※上記図面内訳は参考とし、工事内容に合わせて必要な図面を作成すること。 

※設計図書は工事毎に製本を行う 

  



【別紙 1】 

交野市立中学校バスケットゴール改修設計委託一覧 

１．第三中学校（位 置：交野市星田 8-67-1） 

工事名称：交野市立第三中学校屋内運動場バスケットゴール改修工事 

改修内容： 壁掛け式バスケットゴール２対及び吊り下げ式バスケットゴール１対 

 

２．第四中学校（位 置：交野市天野が原町 5-65-1） 

工事名称：交野市立第四中学校屋内運動場バスケットゴール改修工事 

改修内容：壁掛け式バスケットゴール２対及び吊り下げ式バスケットゴール１対 

 

〇上記建築工事に付随する電気設備等も今回委託範囲とする。 

〇主な改修内容を以下に示す。 

［壁掛け式バスケットゴールの撤去・新設］ 

・第三中学校２対 

・第四中学校２対（折り畳み手動式） 

「吊り下げ式バスケットゴールの撤去・新設」 

・第三中学校１対 

・第四中学校１対 

※両校ともに、既設の手動式から電動式に新設 

※電動式を新設することに伴う電気設備の新設 


